
市民意見交換会にかかる意見・質問及び回答（令和５年４月末時点）

委員会名：議会活性化推進会議

番号 委員会等で整理した市民からの意見・質問等 意見・質問等への対応（執行部からの回答内容を含む）

1

（市民意見交換会　運営）
　持ち帰って検討する事項が多いが、回答は公表するのか。また、市民
意見交換会で活発な意見交換が行われるように、運営を改善してはどう
か。

2
（市民意見交換会　「議会からの報告」説明内容）
　説明を充実してはどうか。

3
（市民意見交換会　内容の事前周知）
　当日の資料や意見交換の内容を事前に周知するなどしてほしい。

4
（市民意見交換会　開催回数）
　市民意見交換会の開催は、２年に１回でいいのではないか。

5

（市民意見交換会　参加者層）
　市民意見交換会に、若者や女性が参加するための工夫をしてはどう
か。

6

（市民意見交換会　ＩＣＴ活用）
　市民意見交換会をオンラインで配信したり、アンケートをインター
ネットで取るなど、デジタルトランスフォーメーションの工夫が必要で
はないか。

　今後の市民意見交換会については、より充実した市民意見交換会となるよう、
協議・検討を行っていきます。
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委員会名：議会活性化推進会議

番号 委員会等で整理した市民からの意見・質問等 意見・質問等への対応（執行部からの回答内容を含む）

7

（事務事業評価）
　事務事業評価した内容を見える化して、わかりやすく説明してはどう
か。

　評価した内容については、ホームページや市議会だよりでの公表をはじめ、市
民意見交換会等でも説明させていただいていますが、よりわかりやすくお伝えす
るための工夫を重ねていきます。

8

（休日議会・夜間議会）
　休日や夜間に議会を開くなど工夫を凝らして、市議会の様子に関心を
持ってもらえる取組をしてはどうか。

　今後もより多くの市民の方に市議会に関心をもってもらえるような取組につい
て、協議・検討していきます。

9

（議会の映像中継）
　議会中継は、本会議だけでなく、委員会もしてはどうか。また、現在
行っている本会議のインターネット公開時期も、議会終了後１週間から
もう少し早くならないか。

　委員会の中継については、平成２９年度から平成３０年度にかけて、生中継・
録画中継に係る、撮影方法別・中継方法別の費用や、メリット・デメリットを踏
まえて協議した結果、いずれも導入を見送ることとなった経緯があります。
　本会議は、インターネットによる生中継及び録画中継と、ケーブルテレビによ
る生中継及び録画中継を行っています。
　インターネット録画中継については、編集作業を行う必要があり、以前は公開
に２、３週間程度を要していましたが、平成３０年度に配信業務の外部委託を
行ったことで、現在は本会議閉会後７日程度（土・日・祝祭日・閉庁日を除く）
で公開しています。
　引き続き、議会の情報の迅速な発信に努めていきます。
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10
（意見交換の場の充実）
　地域や校区ごとの意見交換を行ってはどうか。

　過去に、校区公民館や自治公民館での開催も検討しましたが、駐車場の台数の
確保などの問題から、見送ることとなった経緯があります。
　今後とも地域や校区ごとに開催できないか、検討していきます。

11

（若年層の意見の収集）
　若者の意見を聞くために、市内の学校に議員が出向いて意見交換を
行ったり、若者に向けた情報伝達手段を利用するなど、若者の意見の把
握を行うべきではないか。

　平成２３年度から、若者の政治参加意識を喚起することを目的に、高校、短期
大学を含む大学、専門学校の学生・生徒を対象とした若年層との意見交換を行っ
ています。これまで、高校延べ２１校、大学延べ１３校、専門学校延べ１２校で
議員が学校へ出向き、意見交換を行いました。
　また、令和３年度からは、若年層に特化した議会モニター制度を開始しまし
た。目的は、若者の政治参加意識を喚起し、市議会に対する関心を高めるととも
に、意見等を広く聴取し、議会活動等に反映させることにより、議会機能の充
実・強化を図ることです。この取組は、定例会中の本会議や委員会などの会議を
学生に傍聴してもらうとともに、定例会の前後に意見交換を行うものです。
　今後とも、これらの取組を通して、若者の意見の把握に取り組んでいきます。
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